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セ
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タ
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今
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

新
し
い
年
を
迎
え
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
平
素
よ
り
、
東

北
森
林
管
理
局
の
業
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
山
形
県
沖
地
震
や
8
月
の
九
州
北
部
豪
雨
、

度
重
な
る
台
風
に
よ
り
全
国
各
地
で
多
く
の
自
然
災
害

が
発
生
し
、
東
北
地
方
で
も
台
風
19
号
に
よ
り
宮
城

県
、
岩
手
県
の
沿
岸
地
域
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
当
局
と
し
ま
し
て
は
、

宮
城
県
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
て
林
道
施
設
災
害
技
術

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
災
害
調
査
の
支
援
を
行
い
ま
し
た

が
、
今
後
も
国
有
林
内
の
災
害
復
旧
は
も
と
よ
り
、
各

正
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
４
月
の
運
用
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当

局
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
円
滑
な
導
入
が
進
む

よ
う
に
、
国
有
林
の
知
識
、
技
術
、
経
験
等
を
活
か
し

て
積
極
的
に
各
県
、
関
係
業
界
と
も
連
携
し
て
東
北
地

方
の
林
業
の
成
長
産
業
化
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
外
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
日
し

東
北
に
も
足
を
伸
ば
す
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
国

内
外
の
皆
さ
ん
に
国
有
林
の
素
晴
ら
し
い
自
然
景
観
や

森
林
浴
を
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
組
織
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
国
民
の
財
産
で
あ
る
国
有
林
の
管
理
経
営

を
充
実
さ
せ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
一
人
一
人
に
と
っ
て
、
実
り

多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

県
と
緊
密
に
連
携
し
民
有
林
も
含
め
自
然
災
害
に
対
す

る
山
地
防
災
力
の
強
化
に
向
け
、
災
害
に
強
い
森
林
づ

く
り
を
進
め
、
緑
の
国
土
強
靱
化
に
一
層
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

現
在
、
戦
後
造
成
し
た
人
工
林
が
本
格
的
な
利
用
期

を
迎
え
て
お
り
、
森
林
資
源
の
循
環
サ
イ
ク
ル
の
構
築

と
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
を
推
進
し
、
林
業
の
成
長
産
業

化
を
推
進
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
基
盤
施
設
で
あ
る
林
道
等
の
路
網
整
備
に
つ
い
て

は
、
民
有
林
と
も
連
携
し
な
が
ら
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
新
た
な

森
林
管
理
制
度
が
昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
９
月
に

は
森
林
環
境
譲
与
税
の
交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
更
に
、

昨
年
6
月
に
は
新
た
な
森
林
管
理
制
度
の
円
滑
な
推
進

の
た
め
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
の
育
成
、

或
い
は
地
域
に
お
け
る
川
上
の
林
業
、
川
中
・
川
下
の

木
材
産
業
の
連
携
強
化
が
よ
り
進
む
よ
う
、
国
有
林
材

を
一
定
期
間
、
安
定
的
に
伐
採
で
き
る
仕
組
み
、「
樹
木

採
取
権
制
度
」
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
関
係
法
律
の
改

東
北
森
林
管
理
局
長
　
小
島
　
孝
文
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朝
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庄
内
森
林
生
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保
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タ
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今
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保

護
地
域
の
保
全
管
理
を
中
心
に
、
森
林
環
境
教

育
、
庄
内
海
岸
林
等
の
森
林
整
備
活
動
支
援
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
全
管
理
や
森
林
環
境
教

育
に
当
た
っ
て
は
、地
域
の
関
係
団
体
（
自
治
体
、

自
然
保
護
団
体
、
山
岳
会
、
渓
流
釣
り
協
議
会
、

内
水
面
漁
協
、
地
域
住
民
等
）
と
協
議
会
を
開

催
し
、
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
順
応
的
な
管
理

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
保
全

　

本
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
山
形
、
新
潟
両

県
で
約
7
万
ha
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
山
形
県

の
約
4
万
8
千
ha
が
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。
保
全
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
管

理
委
員
会
地
域
部
会
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

巡
視
員
に
よ
る
巡
視
活
動
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

（
委
託
調
査
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
部
会
を

開
催

　

地
域
部
会
は
、
有
識
者
、
行
政
、
自
然
保
護
団

体
等
で
構
成
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
巡
視
活
動
報

告
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
を
審
議
し
、
人
工

林
の
天
然
林
へ
の
誘
導
や
そ
の
他
管
理
に
関
す
る

事
項
を
報
告
し
、
情
報
共
有
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。
山
形
大
学
農
学
部
菊
池
准
教
授
を
座
長
に

選
任
し
、
5
月
に
開
催
し
、
保
護
地
域
へ
の
自
転

車
の
乗
り
入
れ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
留
意
事

項
、
朝
日
自
然
塾
の
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

◯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
巡
視
員
の
活
動

　

春
季
（
6
月
）
と
秋
季
（
11
月
）
に
巡
視
員
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。登
山
者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
、

森
林
生
態
系
の
保
全
管
理
等
に
係
る
事
項
等
広
大

な
朝
日
山
地
の
管
理
を
行
う
た
め
に
巡
視
員
に
よ

る
巡
視
活
動
と
報
告
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

　

春
季
は
、
巡
視
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
活
動
報
告

書
の
説
明
や
「
地
域
部
会
」
に
お
け
る
議
論
の
報

告
等
を
行
い
、
安
全
で
効
果
的
な
巡
視
活
動
と
な

る
よ
う
意
識
と
情
報
の
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　

秋
季
は
、巡
視
員
の
活
動
報
告
、合
同
パ
ト
ロ
ー

ル
の
報
告
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
本
会
議
で
は
度
々
登
山
道
の
管
理
、
補
修
等

が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
森
林
生
態
系
に

影
響
を
及
ぼ
す
事
象
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
、
対

策
の
検
討
が
本
旨
で
あ
り
、
一
義
的
な
登
山
道
の

管
理
等
は
、
別
途
の
会
議
の
場
で
行
う
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

○
朝
日
山
地
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

　

昨
年
度
の
秋
季
巡
視
員
会
議
で
登
山
道
の
修
繕

方
法
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ

れ
、
7
月
に
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
巡
視
員
で

現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
登
山
道
の
補
修
等
は

巡
視
活
動
の
本
旨
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

巡
視
員
に
よ
る
共
通

認
識
の
育
成
、
森
林

へ
の
影
響
を
現
地
確

認
し
ま
し
た
。
古
い

時
期
に
補
修
し
た
箇
所
で
は
破
損
、
土
砂
の
流
出

等
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
研
究
を
進
め
た
新
し
い

技
術
で
補
修
し
た
箇
所
は
効
果
、
耐
久
性
と
も
に

良
好
な
状
態
に
あ
り
、
新
し
い
工
法
に
よ
る
補
修

が
待
た
れ
ま
す
。

○
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
確
認
・
情
報
共
有

　

平
成
31
年
2
月
に
巡
視
中
の
セ
ン
タ
ー
職
員
が

若
い
雄
生
体
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
の
個
体
は
当
日

狩
猟
さ
れ
ま
し
た
が
、
別
個
体
に
よ
る
食
痕
を
発
見

し
、
継
続
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
従
来
の
発
見
箇
所

よ
り
も
奥
地
で
積
雪
3
ｍ
程
度
あ
る
箇
所
で
も
越

冬
で
き
る
生
息
条
件
等
を
検
討
し
ま
し
た
。
発
見
の

情
報
は
山
形
大
学

と
山
形
県
に
連
絡

し
、
報
告
書
や
第

二
種
特
定
鳥
獣
管

理
連
絡
協
議
会
資

料
に
引
用
さ
れ
情
報
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
オ
ス
ジ
カ
が
発
す
る
咆
哮
を
録
音
し
て
個

体
数
を
推
定
す
る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
保
護
林
並
び
に
周
辺
域
で
行
い
、
今

後
分
析
を
行
い
ま
す
。

○
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
走
行
規
制

　

月
山
山
麓
に
は
、
自
主
規
制
に
よ
る
「
月
山
特

別
ル
ー
ル
」
に
基
づ
き
、
乗
入
れ
区
域
等
が
決
め

ら
れ
て
お
り
、
隣
接
す

る
朝
日
山
地
森
林
生
態

系
保
護
地
域
へ
の
乗
入

れ
や
樹
木
の
損
傷
防
止

等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
関

係
団
体
等
と
連
携
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
3
回
実
施

現地素材で流水を規制

カンジキをはいて雪山を踏査 ミズキに嗜好性？
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朝
日
庄
内
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

今
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　
当
署
管
内
は
、
北
山
崎
を
は
じ
め

と
す
る「
三
陸
復
興
国
立
公
園
」や
日

本
百
名
山
の
一
つ
で
も
あ
る
早
池
峰

山
を
中
心
と
し
た
「
早
池
峰
国
定
公

園
」
な
ど
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
で
あ

る
と
同
時
に
、
森
林
率
が
９
割
を
超

え
る
森
林
資
源
が
豊
富
な
地
域
で
も

あ
る
た
め
、
古
く
か
ら
森
林
の
扱
い

や
林
業
・
木
材
産
業
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
当
署
で
は
地
域
林

業
等
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
試

験
地
の
設
定
や
中
学
生
等
を
対
象
と

し
た
森
林
環
境
教
育
等
に
取
り
組
　

ん
で
い
ま
す
の
で
、
一
部
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

  

1 

地
域
の
林
業
等
発
展
に
向
け
て
、

継
続
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

①
平
成
26
〜
29
年
度
に
か
け
て
、
ス

ギ
及
び
カ
ラ
マ
ツ
の
「
低
密
度
植
栽

試
験
地
」
を
設
定
し
、
局
署
連
携
し

て
継
続
調
査
等
を
行
っ
た
結
果
、
コ

ン
テ
ナ
苗
を
植
栽
す
る
こ
と
に
よ
る

効
率
性
や
活
着
率
の
向
上
が
確
認
で

き
て
い
ま
す
し
、
植
栽
本
数
を
減
ら

し
た
こ
と
に
伴
う
下
刈
作
業
の
効
率

化
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

②
平
成
28
年
度
に
は
、
ユ
リ
ノ
キ
・

イ
チ
ョ
ウ
・
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
を
植
栽

す
る
「
早
生
樹
を
使
用
し
た
施
業
モ

デ
ル
試
験
地
」
を
設
定
し
、
令
和
２

年
度
ま
で
の
計
画
で
下
刈
・
除
伐
等

の
省
力
化
や
短
伐
期
施
業
の
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
試
験
地
で

は
、
令
和
２
年
度
ま
で
継
続
し
て
生

長
量
等
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

③
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る

「
採
材
現
地
検
討
会
」
で
は
、
素
材

問
に
答
え
る
事
業
体
の
方
々
の
言
葉

を
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
、
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。

③
９
月
24
日（
火
）、
田
野
畑
村
立
田

野
畑
中
学
校
１
学
年
の
生
徒
24
名
を

対
象
に
林
業
の
作
業
体
験
と
し
て
、

国
有
林
内
で
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
植

樹
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
植
樹

は
、
唐
鍬
を
使
用
す
る
班
と
デ
ィ
ブ

ル
を
使
用
す
る
班
に
分
か
れ
途
中
で

交
換
す
る
方
法
に
し
ま
し
た
が
、
生

徒
か
ら
は
デ
ィ
ブ
ル
を
使
用
し
た
方

が
絶
対
楽
だ
し
、
早
い
と
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
植
栽
後
は
場
所
を
移

し
、
同
中
学
校
と
平
成
25
年
に
締
結

し
た
「
遊
々
の
森
」
の
現
況
観
察
や

そ
の
上
流
に
あ
る
治
山
施
設
を
見
学

し
て
も
ら
い
、
森
林
の
保
全
に
つ
い

て
も
説
明
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
産
業
発
展
に
不
可
欠

な
人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
向
け
、

地
域
の
教
育
機
関
等
と
も
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

①
９
月
11
日（
木
）、
宮
古
市
立
宮
古

第
二
中
学
校
１
学
年
の
生
徒
26
名
を

対
象
と
し
て
、
林
業
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
た
め
事
前
学
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
19
日

（
木
）
に
は
、
同
生
徒
を
対
象
に
林

業
の
産
業
体
験
と
し
て
、
国
有
林
内

で
樹
木
の
調
査
体
験
と
高
性
能
林
業

機
械
に
よ
る
製
品
生
産
の
作
業
現
場

を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
後

日
、
生
徒
か
ら
「
初
め
て
の
林
業
体

験
は
楽
し
か
っ
た
、
林
業
の
大
変
さ

が
わ
か
り
森
林
の
持
つ
効
果
を
高
め

る
た
め
に
頑
張
る
姿
が
カ
ッ
コ
良

か
っ
た
。」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い

た
こ
と
か
ら
、
当
日
の
協
力
事
業
体

に
も
励
み
に
し
て
ほ
し
い
と
生
徒
の

感
想
内
容
を
伝
え
て
い
ま
す
。

②
９
月
18
日（
水
）、
宮
古
市
立
新
里

中
学
校
１
学
年
の
生
徒
７
名
を
対
象

に
産
業
体
験
と
し
て
、
国
有
林
内
で

樹
木
の
調
査
体
験
と
高
性
能
林
業
機

械
に
よ
る
製
品
生
産
の
作
業
現
場
を

見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
製
品
生

産
現
場
で
は
、
生
徒
か
ら
出
さ
れ
た

「
林
業
が
大
切
に
感
じ
る
と
き
は
ど

ん
な
と
き
で
す
か
、
な
ぜ
林
業
と
い

う
職
業
に
つ
い
た
の
か
。」
な
ど
の
質

生
産
業
者
、
森
林
組
合
、
木
材
市

場
、
製
材
業
者
、
集
成
材
工
場
、
合

板
工
場
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者

等
川
下
か
ら
川
上
ま
で
の
関
係
者
に

加
え
、
岩
手
県
出
先
機
関
や
管
内
市

町
村
の
林
務
担
当
者
に
も
参
加
を
要

請
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種
や
用
途
に

応
じ
た
採
材
の
認
識
を
共
有
し
、
地

域
か
ら
安
定
し
た
品
質
の
原
木
供
給

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
効
率
的
で
安
定
し
た
生

産
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
、

森
林
作
業
道
作
設
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
も
説
明
し
、
意
識
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
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将
来
の
地
域
を
担
う
中
学
生
を
対

象
と
し
て
、森
林
環
境
教
育
等
に
取
り

組
ん
で
お
り
、今
年
度
の
実
施
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す

美しい森林づくり

採材現地検討会で認識共有

樹木調査体験の様子

ディブルを使った植樹体験

将
来
を
見
据
え
た
地
域
林
業
の
成
長
産
業
化
と

森
林
環
境
教
育
の
取
組

三
陸
北
部
森
林
管
理
署

し
、
内
一
回
は
東
北
地
方
環
境
事
務
所
、
山
形
県
、

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ラ
ー
の
会
、
山
形
森
林
管
理
署
と

合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ラ
ー
へ

の
マ
ナ
ー
啓
発
、
樹
木
、
枝
の
損
傷
や
走
行
ル
ー

ト
の
確
認
を
行
い
、
区
域
外
走
行
等
問
題
と
な
る

行
為
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
森
林
病
害
虫
の
防
除

　

マ
ツ
ノ
ク
ロ
ホ
シ
ハ
バ
チ
は
、マ
ツ
類
を
食
葉
し
、

平
成
23
年
に
大
朝
日
岳
の
稜
線
上
で
ハ
イ
マ
ツ
の

被
害
が
確
認
さ
れ
、
以
降
監
視
と
防
除
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
被

害
を
確
認
し
ま
し
た
が
、

枯
死
に
至
ら
し
め
る
被

害
状
況
で
は
な
く
、
過

年
度
の
被
害
木
も
生
存

し
て
い
ま
し
た
。

○
外
来
植
物
の
駆
除

　

保
全
利
用
区
域
に
侵
入
し
た
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
の
駆
除
作
業
を
7
月
下
旬
に
計
画
課
、
羽
黒
自

然
保
護
官
、
山
形
森
林
管
理
署
と
協
働
し
て
行
い

ま
し
た
。
自
然
保
護
官
か
ら
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
の
繁
殖
特
性
、
駆
除

の
留
意
点
、
法
規
制
等

に
つ
い
て
説
明
を
い
た

だ
き
、
猛
暑
の
中
汗
だ

く
で
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
試
験
的
に
成

長
前
の
5
月
に
駆
除
し

た
と
こ
ろ
、
成
長
・
繁
殖
と
も
良
好
な
抑
制
結
果

に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

○
人
工
林
か
ら
天
然
生
林
へ
の
誘
導

然
と
の
つ
き
あ
い
方
を

学
ぶ
体
験
活
動
型
森
林

環
境
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・
第
１
回
：
７
月
「
カ
ッ

チ
ャ
バ
湿
原
の
ト
ン
ボ

観
察
＆
大
井
沢
で
一
日

昆
虫
博
士
」
公
募

・
第
２
回
：
７
月
「
み
ん
な
で
歩
こ
う
タ
キ
タ
ロ

ウ
へ
の
道
」
あ
さ
ひ
小
学
校

・
第
３
回
：
７
月
「
プ
ロ
が
教
え
る
イ
ワ
ナ
釣
り
」

公
募

・
第
４
回
（
今
後
予
定
３
月
）：「
か
ん
じ
き
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
＆
月
山
メ
ノ
ウ
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く

り
」
公
募

　

今
年
度
は
森
林
学
専
攻
の
高
校
生
を
対
象
に
保

護
林
で
立
木
調
査･

森
林
植
生
調
査
を
行
い
、
ブ

ナ
林･

広
葉
樹
林
の
見
方
を
体
験
学
習
し
ま
し
た
。

　

朝
日
自
然
塾
連
絡
協
議

会
を
開
催
し
、
関
係
団
体

の
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
工
夫
を

重
ね
、
多
く
の
方
に
参
加

し
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
み
ど
り
の
保
育
園

　

西
荒
瀬
保
育
園
は
隣
接

す
る
「
遊
々
の
森
」
で
「
み

ど
り
の
保
育
園
推
進
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
き
の

こ
の
駒
打
ち
（
４
月
）、
ク
ロ
マ
ツ
探
険
隊
Ⅰ（
５

月
）、
松
ぼ
っ
く
り
の
ツ
リ
ー
作
り
（
12
月
）
を

行
い
ま
し
た
。

○
あ
さ
ひ
小
学
校
森
林
活
動
支
援

　

地
元
あ
さ
ひ
小
学
校
の
森
林
生
態
系
保
護
活
動

と
し
て
行
う
森
林
整
備
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

事
前
学
習
で
森
林
の
働
き

や
森
林
整
備
の
必
要
性･

方
法
を
学
ん
だ
あ
と
、
混

交
林
化
を
進
め
る
箇
所
で

人
工
林
を
伐
倒
し
枝
払
い

を
行
い
ま
し
た
。

○
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

　
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
森
林･

保
護
林
に
つ
い
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
ク
ラ
フ
ト
工
作
に
加

え
、
森
林
を
五
感
で
感
じ
て
も
ら
お
う
と
年
輪
、

ク
ロ
モ
ジ
等
抽
出
液
、
多
様
な
樹
木
の
葉
、
鳥
の

鳴
き
声
、
チ
ャ
ボ
ガ
ヤ
の
実
等
を
準
備
し
、
来
場

者
に
楽
し
ん
で
貰
い
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の

中
心
業
務
は
保
護

林
の
保
全
管
理
と

な
り
ま
す
が
、
地

域
の
関
係
団
体
の

協
力
を
得
て
、
多

く
の
人
々
が
森
林

の
大
切
さ
を
感
じ
、
親
し
み
を
覚
え
る
活
動
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

朝
日
山
地
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
は
79
箇

所
人
工
林
が
あ
り
、
針

広
混
交
林
化
を
図
る
た

め
に
必
要
な
施
業
を
行

い
、
将
来
は
天
然
生
林

に
導
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

･

試
験
地
の
設
定･

調
査

　

効
果
的
な
更
新
補
助
作
業
を
検
証
す
る
た
め
、

刈
払
い
等
の
有
無
を
比
較
条
件
に
試
験
地
を
設
定

し
、
林
床
植
生
、
低
層
木
・
中
層
木
の
成
長
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
山
形
大
学
農
学
部
菊

池
准
教
授
並
び
に
学
生
の
協
力
を
得
て
、
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

･

人
工
林
に
対
す
る
間
伐

　

森
林
管
理
署
が
広
葉

樹
中
小
径
木
、
稚
樹
の
発

生
、
成
長
を
促
す
間
伐
を

実
施
し
ま
す
が
、
当
セ
ン

タ
ー
も
伐
採
計
画
の
段

階
か
ら
参
画
し
て
お
り
、

伐
採
方
法
等
の
協
議
・
指
示
を
行
い
ま
し
た
。

○
そ
の
他

　

保
護
林
の
区
域
標
識
の
設
置
、
マ
ナ
ー
啓
発
、

登
山
道
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
規
制･

登
山
者
誘
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
教
育
の
取
組

○
朝
日
自
然
塾

　

関
係
団
体
と
連
携･

協
力
し
、
小
中
学
生
の
親

子
等
を
対
象
に
自
然
や
森
林
の
恩
恵
を
体
感
し
自

クロマツ林の営巣地を
観察

過年度に食葉された枝

根茎の除去が大切です

山形大学生が成長・植生調査庄内署 間伐実施箇所

助け合って全員大鳥池に到着

高校生とブナ林で森林調査

稚樹発生のため枝落とし

森林クイズ＆アンケート
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当
署
管
内
は
、
北
山
崎
を
は
じ
め

と
す
る「
三
陸
復
興
国
立
公
園
」や
日

本
百
名
山
の
一
つ
で
も
あ
る
早
池
峰

山
を
中
心
と
し
た
「
早
池
峰
国
定
公

園
」
な
ど
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
で
あ

る
と
同
時
に
、
森
林
率
が
９
割
を
超

え
る
森
林
資
源
が
豊
富
な
地
域
で
も

あ
る
た
め
、
古
く
か
ら
森
林
の
扱
い

や
林
業
・
木
材
産
業
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
当
署
で
は
地
域
林

業
等
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
試

験
地
の
設
定
や
中
学
生
等
を
対
象
と

し
た
森
林
環
境
教
育
等
に
取
り
組
　

ん
で
い
ま
す
の
で
、
一
部
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。
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地
域
の
林
業
等
発
展
に
向
け
て
、

継
続
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

①
平
成
26
〜
29
年
度
に
か
け
て
、
ス

ギ
及
び
カ
ラ
マ
ツ
の
「
低
密
度
植
栽

試
験
地
」
を
設
定
し
、
局
署
連
携
し

て
継
続
調
査
等
を
行
っ
た
結
果
、
コ

ン
テ
ナ
苗
を
植
栽
す
る
こ
と
に
よ
る

効
率
性
や
活
着
率
の
向
上
が
確
認
で

き
て
い
ま
す
し
、
植
栽
本
数
を
減
ら

し
た
こ
と
に
伴
う
下
刈
作
業
の
効
率

化
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

②
平
成
28
年
度
に
は
、
ユ
リ
ノ
キ
・

イ
チ
ョ
ウ
・
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
を
植
栽

す
る
「
早
生
樹
を
使
用
し
た
施
業
モ

デ
ル
試
験
地
」
を
設
定
し
、
令
和
２

年
度
ま
で
の
計
画
で
下
刈
・
除
伐
等

の
省
力
化
や
短
伐
期
施
業
の
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
試
験
地
で

は
、
令
和
２
年
度
ま
で
継
続
し
て
生

長
量
等
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

③
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る

「
採
材
現
地
検
討
会
」
で
は
、
素
材

問
に
答
え
る
事
業
体
の
方
々
の
言
葉

を
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
、
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。

③
９
月
24
日（
火
）、
田
野
畑
村
立
田

野
畑
中
学
校
１
学
年
の
生
徒
24
名
を

対
象
に
林
業
の
作
業
体
験
と
し
て
、

国
有
林
内
で
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
植

樹
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
植
樹

は
、
唐
鍬
を
使
用
す
る
班
と
デ
ィ
ブ

ル
を
使
用
す
る
班
に
分
か
れ
途
中
で

交
換
す
る
方
法
に
し
ま
し
た
が
、
生

徒
か
ら
は
デ
ィ
ブ
ル
を
使
用
し
た
方

が
絶
対
楽
だ
し
、
早
い
と
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
植
栽
後
は
場
所
を
移

し
、
同
中
学
校
と
平
成
25
年
に
締
結

し
た
「
遊
々
の
森
」
の
現
況
観
察
や

そ
の
上
流
に
あ
る
治
山
施
設
を
見
学

し
て
も
ら
い
、
森
林
の
保
全
に
つ
い

て
も
説
明
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
産
業
発
展
に
不
可
欠

な
人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
向
け
、

地
域
の
教
育
機
関
等
と
も
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

①
９
月
11
日（
木
）、
宮
古
市
立
宮
古

第
二
中
学
校
１
学
年
の
生
徒
26
名
を

対
象
と
し
て
、
林
業
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
た
め
事
前
学
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
19
日

（
木
）
に
は
、
同
生
徒
を
対
象
に
林

業
の
産
業
体
験
と
し
て
、
国
有
林
内

で
樹
木
の
調
査
体
験
と
高
性
能
林
業

機
械
に
よ
る
製
品
生
産
の
作
業
現
場

を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
後

日
、
生
徒
か
ら
「
初
め
て
の
林
業
体

験
は
楽
し
か
っ
た
、
林
業
の
大
変
さ

が
わ
か
り
森
林
の
持
つ
効
果
を
高
め

る
た
め
に
頑
張
る
姿
が
カ
ッ
コ
良

か
っ
た
。」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い

た
こ
と
か
ら
、
当
日
の
協
力
事
業
体

に
も
励
み
に
し
て
ほ
し
い
と
生
徒
の

感
想
内
容
を
伝
え
て
い
ま
す
。

②
９
月
18
日（
水
）、
宮
古
市
立
新
里

中
学
校
１
学
年
の
生
徒
７
名
を
対
象

に
産
業
体
験
と
し
て
、
国
有
林
内
で

樹
木
の
調
査
体
験
と
高
性
能
林
業
機

械
に
よ
る
製
品
生
産
の
作
業
現
場
を

見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
製
品
生

産
現
場
で
は
、
生
徒
か
ら
出
さ
れ
た

「
林
業
が
大
切
に
感
じ
る
と
き
は
ど

ん
な
と
き
で
す
か
、
な
ぜ
林
業
と
い

う
職
業
に
つ
い
た
の
か
。」
な
ど
の
質

生
産
業
者
、
森
林
組
合
、
木
材
市

場
、
製
材
業
者
、
集
成
材
工
場
、
合

板
工
場
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者

等
川
下
か
ら
川
上
ま
で
の
関
係
者
に

加
え
、
岩
手
県
出
先
機
関
や
管
内
市

町
村
の
林
務
担
当
者
に
も
参
加
を
要

請
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種
や
用
途
に

応
じ
た
採
材
の
認
識
を
共
有
し
、
地

域
か
ら
安
定
し
た
品
質
の
原
木
供
給

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
効
率
的
で
安
定
し
た
生

産
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
、

森
林
作
業
道
作
設
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
も
説
明
し
、
意
識
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

 

2 

将
来
の
地
域
を
担
う
中
学
生
を
対

象
と
し
て
、森
林
環
境
教
育
等
に
取
り

組
ん
で
お
り
、今
年
度
の
実
施
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す

美しい森林づくり

採材現地検討会で認識共有

樹木調査体験の様子

ディブルを使った植樹体験

将
来
を
見
据
え
た
地
域
林
業
の
成
長
産
業
化
と

森
林
環
境
教
育
の
取
組

三
陸
北
部
森
林
管
理
署
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column

　ネズミかな？と草むらで何やらゴソゴソ動いてい
る小動物を捕まえてみると･･･少し耳が長くて尻尾
が短くてフワッフワ･･･やたら可愛い今回の主人公、
ニホンノウサギの子供でした①。ノウサギは通常天
敵の目から逃れるために夜行性なのですが、この幼
い子ウサギはまだ怖いもの知らずで、明るいうちか
ら活動してしまっていたのかもしれません。
　ノウサギの一番の特徴といえば、ピンと立った大
きな耳でしょう。肉食獣の足音等を察知するために
聴覚が発達したもので、かすかな足音も聞き取りま
さに“脱兎のごとく”跳躍を繰り返し全力疾走で逃
避します②。ペットとして人気の垂れ耳のウサギは
人間がアナウサギを品種改良したもので、自然界に
は存在しません。おそらく物理的に聴力が低下する
ので、耳が垂れるような進化は有り得なかったので
しょう。
　大きな耳を支えるためか、ノウサギの頭は胴体に
対してかなり大きく感じられます。あんな機敏に
ジャンプするのに頭が重くないのか？と頭部の骨格

標本を作ってみると、謎が解けました。頭蓋骨はま
るで竹細工の様な繊細な構造で、軽量化が図られて
いるのです。そして③では右下の前歯を抜いて並べ
て撮影してみましたが、歯根が非常に長い事がわか
りました。この一生伸び続ける頑丈な前歯で植物を
噛み切って食べるので、ナイフでスパッと切ったよ
うな特徴的な食痕が残ります④。
　特徴的なのは饅頭型の糞⑤や“Y”に見える足跡⑥
も同様です。ノウサギは樹皮を剥いで食べることも
あり、一見するとニホンジカの仕業と思いがちです
が、積雪期なら足跡を辿れば容易に犯人が特定でき
ます。⑥は左下から奥に進んで立ち止まって樹皮を
齧り、時計回りに引き返してきた様子が手に取るよ
うに分かります。ノウサギはイヌワシやキツネ等、
生態系の頂点の大型肉食鳥獣を直接支える重要な存
在です。④～⑥の様なフィールドサインが見つかる
かどうか、今一度近所の里山をスノーハイクしてみ
てはいかがでしょうか。

④冬芽の食痕 ⑤糞 ⑥足跡

①子ウサギ ②ウサギの跳躍（6枚を合成） ③頭蓋骨と右下の前歯

ニホンノウサギの生存戦略

藤里森林生態系保全センター　専門官　有本　実

遺伝子保存林について
国立研究開発法人 森林研究・整備機構森林総合研究所 林木育種センター

東北育種場 遺伝資源管理課 収集管理係長　井上　晃森のおはなし
ー column ー

１．はじめに
　遺伝子保存林とは、スギやカラマツなどの育種対象
樹種の優良な遺伝子を人工林として保存する方法の一
つで、優良な天然生林または人工林を選んで採種源林
分とし、その種子から人工造林地を造成します。
　優良な天然生林または人工林は、いずれ伐採され
利用されていきます。そこで、こうした優良林分が
伐採される前に種子を採取し、その後継林分を造成
することで、優良林分の遺伝子群を永続的に保存す
ることができます。また、造成された後継林分は、 
伐期が来たとき、あらかじめ次代の遺伝子保存林を
造成するための種子を採取しておけば伐採すること
もできます。
　このように、遺伝子保存林は、生産活動を行いな
がら優良遺伝子を保存することができる仕組みと
なっています。
　方法の概要は、昭和39年に林野庁により定めら
れ平成13年に最終改正された「林木の優良遺伝子
群の保存について」で定められています。
　平成30年度末現在、東北森林管理局管内ではス
ギ、カラマツ、アカマツ、クロマツ及びヒバの5樹
種について、84箇所の遺伝子保存林が設定されて
います。

２．東北育種場の取組
　東北育種場では、場内に2箇所の遺伝子保存林を
設定しています(いずれもクローン保存)。
 ひとつは、カラマツの北限集団である宮城県刈田
郡蔵王町倉石岳国有林及び宮城県白石市白萩山国有
林内の馬ノ神岳のカラマツの集団を採種源林分とす
る遺伝子保存林です（写真－1）。
　馬ノ神岳のカラマツの集団は、天然分布の中心
（長野県、静岡県北部など）から隔離されているこ
とから、学術的に極めて重要な集団ですが、個体数
が減少し、絶滅が危惧されています。
　そこで、東北育種場では、東北森林管理局、森林
総合研究所東北支所と連携し、馬ノ神岳のカラマツ
の集団の保全と保護に取り組むとともに、現地での
更新が困難な場合に備えて、宮城県刈田郡蔵王町 
倉石岳国有林に設定された実生苗の植栽地ととも
に、昭和51年時点に現地で生存していた15個体か
らつぎ木で増殖したクローンを遺伝子保存林として
保存しています。この中には、既に現地では枯死し
てしまった4個体も含まれています。

　もうひとつは、善光寺平スギです（写真－2）。善
光寺平スギの採種源林分は青森県平川市津根川森国
有林に位置する90－120年生の人工林でしたが、
既に伐採されています。東北育種場では、13個体
からつぎ木で増殖したクローンを保存しています。

　両者とも植栽から40年となる来年度には樹高、
胸高直径の調査が予定されています。
　これら2つの遺伝子保存林はクローン保存である
という点で通常の遺伝子保存林とは異なっています
が、優良な遺伝子群を永続的に保存するという役割
には変わりありません。
　東北育種場では、今後も、関係機関と密に連携を
取りながら、林木の優良な遺伝子群の保全に努めて
いきたいと考えています。

写真1：馬ノ神岳のカラマツ

写真2：善光寺平スギ
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漬
物
は
大
変
美
味
し
く
、
家
族
や
友
人
に

も
大
好
評
で
し
た
。

　
そ
の
栽
培
方
法
は
４
０
０
年
も
の
伝
統

が
あ
る
焼
畑
農
法
で
、
ス
ギ
の
伐
採
跡
地

に
火
入
れ
し
た
後
に
種
ま
き
を
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
連
作
障
害
を
起
こ
す
か
ぶ

栽
培
の
土
地
探
し
を
補
い
つ
つ
、
伐
採
跡

地
の
地
拵
え
を
省
力
化
で
き
る
と
い
う
農

業
と
林
業
が
結
び
つ
い
た
、
ま
さ
に
一
石

二
鳥
の
農
法
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
先
人
の
知
恵
に
感
心
し
て

い
た
矢
先
、
前
年
度
ス
ギ
を
伐
採
し
た
跡

地
（
保
安
林
外
）
に
地
元
か
ら
焼
畑
敷
の

貸
付
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
伐
採
跡
地
と

は
い
え
国
有
林
に
火
入
れ
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
話
を
受
け
た
当
初
は
不
安
で
し

た
が
、
貸
付
の
た
め
の
条
件
を
一
つ
一
つ

ク
リ
ア
し
、
７
月
に
契
約
を
交
わ
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
お
盆
前
の
火
入
れ
当
日

は
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
で
、
ま
さ
に
炎
天

　
私
の
勤
務
す
る
温
海
森
林
事
務
所
は
、

山
形
県
沿
岸
部
の
最
南
端
に
位
置
し
、
新

潟
県
村
上
市
と
接
す
る
鶴
岡
市
温
海
地
区

の
国
有
林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
東
に
摩

耶
山
、
西
に
温
海
温
泉
や
漁
港
が
あ
り
山

と
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
山
形
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
地
域
で

す
。
通
勤
時
や
現
場
へ
の
移
動
中
な
ど
に

は
、
日
本
海
や
山
々
・
田
畑
の
四
季
折
々

の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
運
転
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
海
産
物
や
お
蕎
麦
・
ラ
ー

メ
ン
な
ど
「
食
の
都
庄
内
」
の
一
端
を
担

う
お
い
し
い
食
べ
物
に
も
出
会
え
ま
す
。

　
さ
て
、
庄
内
地
方
の
代
表
的
な
作
物
と

言
え
ば
お
米
で
す
が
、
こ
こ
温
海
地
区
で

は
「
温
海
か
ぶ
」
と
呼
ば
れ
る
赤
紫
色
で

平
べ
っ
た
い
形
が
特
徴
の
か
ぶ
が
有
名
で

す
。
昨
年
、
帰
省
の
土
産
用
に
と
職
場
の

同
僚
か
ら
い
た
だ
い
た
「
温
海
か
ぶ
」
の

下
で
の
実
施
と
な
り
、
監
督
員
と
し
て
の

立
会
い
と
は
い
え
、
流
れ
出
た
汗
の
量
は

山
登
り
以
上
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
火
入
れ
後
す
ぐ
に
播
か
れ
た
種
は
順
調

に
生
長
し
、
秋
の
収
穫
も
豊
作
で
、
土
地

を
提
供
し
た
側
と
し
て
も
一
安
心
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
た
。
一
方
、
伐
採
跡
地
も

火
入
れ
の
た
め
整
理
さ
れ
、
将
来
の
地
拵

え
作
業
も
少
な
く
な
り
、
お
互
い
に
と
っ

て
実
り
の
あ
る
契
約
に
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
今
回
の
よ
う
な
事
例
は
地
元
の
要
望
が

あ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
が
、
森
林
官

と
し
て
管
轄
地
域
の
特
色
や
伝
統
を
意
識

し
て
業
務
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た

め
て
学
び
ま
し
た
。
今
後
も
国
有
林
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
産
業
や
生
活
・
風
習
な

ど
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
業
務
に
あ
た
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域の伝統とのコラボ
庄内森林管理署温海森林事務所　森林官　大石 恭史

摩耶山山頂からの眺望

焼き畑の火入れ

温海かぶ

SHINRIN
KYOKU

2019
TOHOKU

森林官からの手紙

　
私
が
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
に
応
募
し

た
き
っ
か
け
は
、

仕
事
と
し
て
携

わ
っ
て
い
る
建
築

士
と
し
て
住
宅
等

の
設
計
業
務
に
関

わ
り
、
色
々
な
建

築
現
場
に
立
ち
会

う
中
、
現
場
で
見

る
木
材
が
森
で
ど

ん
な
状
態
で
生
育
し
て
い
る
の
か
あ
ま
り
目
に

触
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、自
分
の
予
備

知
識
を
増
や
す
つ
も
り
で
応
募
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
の
活
動
で
２
度
現
地
見
学
会
に
参

加
し
、一
番
感
動
し
た
こ
と
は
、山
で
働
く
方
の

労
働
の
軽
減
効
率
化
を
は
か
る
た
め
に
、
最
新

の
重
機
を
使
っ
た
作
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

事
で
す
。
自
分
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
重

機
と
、
そ
れ
を
見
事
に
操
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

は
太
陽
の
光
を
浴
び
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
「
山
で

働
く
喜
び
」が
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
で
し
た
。

が
あ
れ
ば
相
乗
効
果
で
い
ろ
ん
な
方
が
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
色
々
な
業
界
で
人
出
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

異
業
種
の
方
が
多
面
的
な
活
動
を
す
る
事
で
ど

ん
な
化
学
反
応
が
起
き
る
か
楽
し
み
で
す
。

　
人
と
人
が
触
れ
合
え
る
森
づ
く
り
を
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
は
３
Ｋ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
仕
事
で
し
た

が
、重
機
を
見
事
に
操
る
仕
事
人
の
ス
テ
キ
な

現
場
風
景
を
特
に
子
供
達
や
若
い
世
代
に
触
れ

る
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
活
動
も
２
年
目
と
な
り
今
度
は
ど

ん
な
現
場
を
見
学
で
き
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
が
、こ
こ
で
私
か
ら
の
提
案
で
す
。モ
ニ

タ
ー
活
動
を
終
了
し
た
方
や
森
の
活
動
に
参
加

し
て
み
た
い
方
を
募
っ
て
「
山
の
番
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」の
よ
う
な
継
続
し
て
出
来
る
活
動
や

場
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
の

ア
プ
リ
で
気
軽
に
参
加
で
き
て
、
小
さ
な
活
動

（
た
と
え
ば
車
を
な
る
べ
く
使
わ
ず
歩
い
た
歩
数

で
地
球
環
境
を
守
る
）
か
ら
イ
ベ
ン
ト
活
動
に

参
加
し
た
ら
ス
タ
ン
プ
や
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

て
花
の
種
や
苗
木
と
交
換
出
来
た
り
、
薪
ス

ト
ー
ブ
を
使
用
し
て
い
る
方
に
は
薪
と
交
換
で

き
た
り
と
楽
し
く
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
の
モ
ニ
タ
ー
活
動
か
ら
継
続
的
に
森
と

つ
な
が
る
活
動
で
、
人
と
森
と
触
れ
合
え
る
場

新任者略歴紹介 12月１日付け

森林整備部長

平成   5.４  林野庁経営企画課
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漬
物
は
大
変
美
味
し
く
、
家
族
や
友
人
に

も
大
好
評
で
し
た
。

　
そ
の
栽
培
方
法
は
４
０
０
年
も
の
伝
統

が
あ
る
焼
畑
農
法
で
、
ス
ギ
の
伐
採
跡
地

に
火
入
れ
し
た
後
に
種
ま
き
を
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
連
作
障
害
を
起
こ
す
か
ぶ

栽
培
の
土
地
探
し
を
補
い
つ
つ
、
伐
採
跡

地
の
地
拵
え
を
省
力
化
で
き
る
と
い
う
農

業
と
林
業
が
結
び
つ
い
た
、
ま
さ
に
一
石

二
鳥
の
農
法
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
先
人
の
知
恵
に
感
心
し
て

い
た
矢
先
、
前
年
度
ス
ギ
を
伐
採
し
た
跡

地
（
保
安
林
外
）
に
地
元
か
ら
焼
畑
敷
の

貸
付
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
伐
採
跡
地
と

は
い
え
国
有
林
に
火
入
れ
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
話
を
受
け
た
当
初
は
不
安
で
し

た
が
、
貸
付
の
た
め
の
条
件
を
一
つ
一
つ

ク
リ
ア
し
、
７
月
に
契
約
を
交
わ
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
お
盆
前
の
火
入
れ
当
日

は
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
で
、
ま
さ
に
炎
天

　
私
の
勤
務
す
る
温
海
森
林
事
務
所
は
、

山
形
県
沿
岸
部
の
最
南
端
に
位
置
し
、
新

潟
県
村
上
市
と
接
す
る
鶴
岡
市
温
海
地
区

の
国
有
林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
東
に
摩

耶
山
、
西
に
温
海
温
泉
や
漁
港
が
あ
り
山

と
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
山
形
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
地
域
で

す
。
通
勤
時
や
現
場
へ
の
移
動
中
な
ど
に

は
、
日
本
海
や
山
々
・
田
畑
の
四
季
折
々

の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
運
転
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
海
産
物
や
お
蕎
麦
・
ラ
ー

メ
ン
な
ど
「
食
の
都
庄
内
」
の
一
端
を
担

う
お
い
し
い
食
べ
物
に
も
出
会
え
ま
す
。

　
さ
て
、
庄
内
地
方
の
代
表
的
な
作
物
と

言
え
ば
お
米
で
す
が
、
こ
こ
温
海
地
区
で

は
「
温
海
か
ぶ
」
と
呼
ば
れ
る
赤
紫
色
で

平
べ
っ
た
い
形
が
特
徴
の
か
ぶ
が
有
名
で

す
。
昨
年
、
帰
省
の
土
産
用
に
と
職
場
の

同
僚
か
ら
い
た
だ
い
た
「
温
海
か
ぶ
」
の

下
で
の
実
施
と
な
り
、
監
督
員
と
し
て
の

立
会
い
と
は
い
え
、
流
れ
出
た
汗
の
量
は

山
登
り
以
上
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
火
入
れ
後
す
ぐ
に
播
か
れ
た
種
は
順
調

に
生
長
し
、
秋
の
収
穫
も
豊
作
で
、
土
地

を
提
供
し
た
側
と
し
て
も
一
安
心
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
た
。
一
方
、
伐
採
跡
地
も

火
入
れ
の
た
め
整
理
さ
れ
、
将
来
の
地
拵

え
作
業
も
少
な
く
な
り
、
お
互
い
に
と
っ

て
実
り
の
あ
る
契
約
に
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
今
回
の
よ
う
な
事
例
は
地
元
の
要
望
が

あ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
が
、
森
林
官

と
し
て
管
轄
地
域
の
特
色
や
伝
統
を
意
識

し
て
業
務
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た

め
て
学
び
ま
し
た
。
今
後
も
国
有
林
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
産
業
や
生
活
・
風
習
な

ど
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
業
務
に
あ
た
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域の伝統とのコラボ
庄内森林管理署温海森林事務所　森林官　大石 恭史

摩耶山山頂からの眺望

焼き畑の火入れ

温海かぶ
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平滝自然観察教育林入口の天然スギなど

東屋と林内の様子

林内で一番太い天然スギ

我
が
署
の
名
所

米
代
東
部
森
林
管
理
署

平
滝
自
然
観
察
教
育
林（
秋
田
県
大
館
市
）

the Noted Place of My Jurisdiction

　
平
滝
自
然
観
察
教
育
林
は
、
秋
田
県
北
西
部

に
位
置
す
る
大
館
市
の
平
滝
地
域
に
あ
り
ま

す
。
林
相
は
、
前
方
に
天
然
秋
田
杉
群
、
後
方

に
広
葉
樹
林
の
二
つ
の
地
帯
に
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ほ
ぼ
一
斉
林
に
近
い
天
然
秋
田
杉
林
分
地
帯

は
、
一
本
あ
た
り
の
材
積
も
大
き
く
、
入
口
近

辺
に
あ
る
広
場
に
は
樹
齢
１
０
０
〜
２
０
０
年

程
度
の
天
然
秋
田
杉
が
林
立
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
荘
厳
か
つ
神
秘
的
で
素
晴
ら
し
い
空
間

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
葉
樹
林
地
帯

は
林
齢
約
１
０
０
〜
１
５
０
年
で
、
カ
ツ
ラ
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ホ
オ
ノ
キ
等
が
混
生
し
多
種

多
様
な
自
然
美
を
満
喫
で
き
、
ま
た
、
森
林
散

策
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
森
林
浴
や
野

鳥
観
察
、
紅
葉
狩
り
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
地
形
も
概
ね
緩
傾
斜
地
で
、
林
内
に

は
小
沢
の
流
れ
も
あ
っ
て
自
然
観
察
に
優
れ
た

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
天
然
秋
田
杉
に
囲
ま
れ
た
広

場
や
歩
道
が
あ
る
の
で
、
小
中
学
生
の
森
林
環

境
教
育
や
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
更
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
、
大
館
市
で
は
今
年
度
、
自
然
観

察
教
育
林
内
の
施
設
改
修
を
行
っ
て
お
り
、
ま

た
、
当
署
で
は
来
訪
し
た
外
国
人
へ
の
多
言
語

化
説
明
と
な
る
ユ
ニ
ボ
イ
ス
を
案
内
看
板
に
設

置
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
案
内
板
、
ト
イ
レ
、

東
屋
、
ベ
ン
チ
や
簡
易
な
遊
具
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
家
族
や
友
人
な
ど
で
、
食
事
や
森
林
浴

に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

林
野
庁 

東
北
森
林
管
理
局 

米
代
東
部
森
林
管
理
署
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◎交通アクセス　
JR奥羽本線早口駅から約35分（約20㎞）
秋田自動車道大館南ICから約50分（約22㎞）
秋田自動車道二ツ井白神ICから約80分（約44㎞）

早口駅

R７

JR奥羽本線

山瀬ダム

平滝自然
観察教育林

至　大館市至　能代市

市道岩瀬線

農道平滝線
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